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米
寿
祝
賀
式 

令
和
の
世
に
な
っ
て
初
め
て
の
米 

寿
表
彰
式
が
九
月
四
日
（
水
）
に
行
な 

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
二
五
名
の
多 

く
の
方
が
米
寿
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。 

当
日
、
都
合
の
悪
い
七
名
の
方
が
欠
席 

さ
れ
ま
し
た
が
、
皆
様
方
大
変
お
元
気 

で
祝
賀
式
に
臨
ま
れ
、
ま
た
本
当
に
喜 

こ
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 

 

（
写
真
） 

受
賞
者
の
皆
さ
ん 

令
和
元
年
度
受
賞
者
の
お
名
前 

Ａ
班
（
二
四
名
） 

 
 

菅
野 

幸
子 
 

一
班
二
五
期 

 
 

閑
田 

好
直 

 

一
班
二
六
期 

 
 

大
野 

美
知
子 

一
班
二
六
期 

 
 

安
藤 

清
治
郎 

一
班
三
一
期 

 
 

中
田 

恵
代 

 

一
班
三
二
期 

 
 

岩
国 

哲
子 

 

一
班
三
二
期 

 
 

胤
森 

純
子 

 

二
班
二
四
期 

 
 

楚
輪 

ミ
ヱ
子 

二
班
二
六
期 

 
 

川
本 

勝
之 

 

二
班
二
七
期 

 
 

室
田 

一
法 

 

二
班
二
九
期 

 
 

鈴
木 

美
惠
子 

二
班
三
十
期 

 
 

竹
本 

チ
エ
子 

二
班
三
三
期 

 
 

上
程 

菊
枝 

 

二
班
三
三
期 

 
 

河
本 

利
子 

 

二
班
三
六
期 

 
 

石
井 

清
子 

 

三
班
二
四
期 

 
 

森
田 

盛
栄 

 

三
班
二
四
期 

 
 

瀬
川 

孝
子 

 

三
班
二
六
期 

 
 

寺
谷 

節
夫 

 

三
班
二
六
期 

 
 

島 
 

康
子 

 

三
班
三
十
期 

 
 

石
井 

 

花 
 

三
班
三
一
期 

 
 

小
山 

輝
江 

 

三
班
三
四
期 

 
 

流 
 

眞
弓 

 

四
班
二
六
期 

 
 

村
松 
誠
子 

 

四
班
二
八
期 

 
 

北
浦 
誠
子 

 

四
班
二
九
期 

Ｂ
班
（
一
名
） 

 
 

原
田 

保
子 

 
五
班
三
七
期 

 
 

 

祝 

辞 
 

会
長 

大
城 

徳
守 

 

 

こ
の
度
は
Ｏ
Ｂ
会
よ
り
二
五
名
の
方
々
が

め
で
た
く
米
寿
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。 

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

諸
先
輩
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
日
と
は
ま

る
で
違
う
社
会
情
勢
の
中
で
、
い
か
に
時
代
と

は
申
せ
、
時
に
打
ち
の
め
さ
れ
る
よ
う
な
出
来

事
も
あ
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
幾
多
の
困
難

を
乗
り
越
え
、
今
日
と
い
う
日
を
共
に
お
祝
い

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
我
々
に
と
り
ま
し

て
も
法
外
の
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
又
、
い
つ
か
機
会
が
ご
ざ
い
ま
す
れ
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ば
、
教
訓
め
い
た
逸
話
な
ど
是
非
と
も
お
聞
か

せ
願
い
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
十
分
ご
留
意
さ
れ
、
ご
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
広
島
市
シ
ニ
ア
大
学
院
Ｏ
Ｂ
会
に
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
誠
に
粗
辞
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

謝 

辞 

 
 

 

安
藤 

清
治
郎 

一
班
三
十
一
期 

 
 

米
寿
を
迎
え
ま
し
た
二
十
五
名
を
代
表
し

て
謝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
ず
は
、
本
日
米
寿
表
彰
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、

誠
に
有
難
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
  

私
た
ち
は
、
戦
前
に
生
ま
れ
、
戦
中
に
育
ち
、

戦
後
の
困
窮
を
乗
り
越
え
、
復
興
・
発
展
期
を

経
た
後
、
突
如
バ
ブ
ル
期
へ
突
入
す
る
な
ど
、

目
ま
ぐ
る
し
い
変
化
の
時
代
を
過
ご
し
て
参

り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
高
齢
の
域
に
差
し
掛

か
っ
た
頃
、
縁
あ
っ
て
当
時
の
広
島
市
老
人
大

学
に
入
校
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
日
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。 

こ
の
間
、
多
く
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
、
そ
し

て
学
び
、
諸
活
動
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
で
、
心
身
と
も
に
喜
び
と
活
力
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
幅
広
い
社
会
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
米
寿
は
一
つ
の
通
過
点
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
広
島
市
シ
ニ
ア
大
学
院
Ｏ
Ｂ

会
の
発
展
に
向
け
、
微
力
な
が
ら
努
力
し
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

ど
う
ぞ
、
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

甚
だ
粗
辞
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
礼
の
言
葉

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

本
日
は
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  
 
 
 
 
 

 

 

米
寿
を
迎
え
て 

 

 
 
 
 
 
 

小
山 

輝
江 

三
班
三
四
期 

 
 

 

突
然
の
文
化
部
長
か
ら
の
お
電
話
で
び
っ

く
り
で
す
。
私
は
シ
ニ
ア
大
学
院
Ｏ
Ｂ
で
88

歳
に
な
り
ま
し
た
。
何
年
か
前
よ
り
Ｏ
Ｂ
会
の

敬
老
祝
賀
会
で
は
、
88
歳
に
な
ら
れ
た
方
が

舞
台
上
に
並
び
、
お
祝
い
の
言
葉
を
会
長
か
ら

頂
く
こ
と
は
存
じ
て
い
ま
し
た
が
、
式
典
が
済

む
ま
で
は
教
室
に
入
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
年
は
25
名
中
18
名
が
出
席
さ

れ
欠
席
の
方
も
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
時
間
の

都
合
で
舞
台
下
で
の
式
典
だ
っ
た
の
で
す
が
、

年
齢
を
知
っ
て
「
絆
」
が
強
ま
っ
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
。 

 

学
校
で
は
友
だ
ち
に
年
齢
を
言
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
90
歳
や
70
歳
の
方
も
お
ら
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
色
々
な
こ
と
を
考
え
る
柔

軟
さ
が
脳
を
老
化
さ
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。
私

は
一
年
生
か
ら
水
墨
画
サ
ー
ク
ル
で
す
が
、
こ

れ
も
で
き
な
く
な
る
だ
ろ
う
か
ら
墨
絵
に
挑

戦
し
よ
う
。 

 
そ
の
う
ち
講
座
に
行
け
な
い
日
が
来
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
、
残
さ
れ
た
命
が
自
分
で

分
か
る
時
が
く
る
。
で
も
、
水
墨
に
集
中
し
て

い
る
自
分
、
学
校
で
年
老
い
て
い
く
自
分
、
可

愛
そ
う
か
な
ぁ
。
恋
・
愛
も
楽
し
く
考
え
る
こ

と
が
学
校
で
は
「
絆
」
に
な
る
。
年
老
い
て
あ

ま
り
深
く
考
え
な
い
婆
さ
ん
乙
女
…
…
。 

 

家
に
い
て
も
こ
れ
か
ら
は
楽
し
い
こ
と
よ

り
悲
し
い
こ
と
が
多
い
と
思
う
。 

婆
さ
ん
が
泣
く
の
は
NO
！ 

で
す
。
シ
ニ
ア
大

学
に
入
学
し
た
ら
一
人
一
人
絆
を
深
め
て
明

日
よ
り
今
日
を
大
切
に
、
元
気
で
毎
日
生
き
て

い
き
ま
す
。 

 

今
か
ら
私
達
男
女
共
に
気
を
つ
け
る
事 

一
．
歳
を
重
ね
た
ら 

 
(

一)  

転
ば
な
い 

 
 

(

二)  

風
邪
を
ひ
か
な
い
（
正
月
ま
で
に 

 
 

 
 
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
注
射
） 

 

 
 

(

三)  

食
べ
過
ぎ
な
い
（
守
っ
て
長
生
き) 

二
．
お
酒
に
も
色
々
お
い
し
い
の
が
あ
る
、 

 
 

 

（
長
生
き
の
元
） 

 

 
 

 

急
に
や
め
る
の
は
よ
く
な
い
で
す
。 

三
．
歳
を
取
っ
た
ら
奥
様
と
仲
良
く 

 
 

 

ひ
た
す
ら
感
謝
す
る
。 

 
 
 

生
き
る
知
恵
で
す
。 

 
 
 

愛
が
あ
れ
ば
最
高
？ 

 
 

 
 

     

広
島
市
シ
ニ
ア
大
学
院
会
Ｏ
Ｂ
に
は
27
の

サ
ー
ク
ル
が
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

今
回
は
そ
の
内
の
4
サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
紹

介
し
ま
す
。 

サ
ー
ク
ル
活
動
の
紹
介 

面
白
い
昔
か
ら

の
言
葉
で
す
。 

 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1570325969/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuaXJhc3V0b3lhLmNvbS8yMDEyLzA2L2Jsb2ctcG9zdF8xOC5odG1s/RS=^ADBvGYMXKz76iJ1dKkI2gRMt531rso-;_ylt=A2RinFlR9Jddr3kA2guU3uV7
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男
の
料
理
教
室
サ
ー
ク
ル 

 
 

代
表
者 

宮
崎 

淳 

一
班
三
四
期 

 

 
 

当
サ
ー
ク
ル
は
OB
会
の
同
好
会
か
ら
、
昨

年
度
現
役
を
主
体
に
し
た
サ
ー
ク
ル
に
移
行

し
ま
し
た
。
広
く
皆
様
に
PR
し
募
集
し
た
の

は
周
知
の
通
り
で
す
。
五
月
十
六
日
の
シ
ニ
ア

大
学
及
び
大
学
院
の
入
学
式
当
日
は
料
理
教

室
の
実
演
、
試
食
と
盛
り
上
が
り
を
見
ま
し
た
。

現
在
の
会
員
は
二
十
名
で
す
。 

 
 

さ
て
、
具
体
的
に
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。
毎

月
第
三
金
曜
日
の
九
時
～
十
四
時
に
実
施
（
但

し
一
月
・
八
月
は
休
講
）、
三
名
の
講
師
に
指

導
を
受
け
て
い
ま
す
。
長
く
ホ
テ
ル
で
料
理
長

を
務
め
ら
れ
た
方
、
ま
た
幼
児
教
育
に
携
わ
れ

た
方
で
会
員
の
失
敗
は
笑
い
飛
ば
す
よ
う
な

ユ
ニ
ー
ク
な
先
生
、
ま
た
管
理
栄
養
士
の
先
生

は
レ
シ
ピ
に
工
夫
を
を
加
え
た
、
我
々
年
配
者

に
優
し
い
料
理
を
考
案
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
食
材
は
季
節
の
野
菜
で
あ
り
肉
・
魚
介

類
さ
ら
に
デ
ザ
ー
ト
と
「
イ
ン
ス
タ
映
え
」
す

る
メ
ニ
ュ
ー
で
「
男
子
厨
房
に
立
つ
」
と
い
う

実
践
の
一
助
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

設
備
を
見
て
み
よ
う
。
IH
ク
ッ
キ
ン
グ

ヒ
ー
タ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
レ
ン
ジ
・
排
煙
ダ
ク

ト
・
清
潔
な
調
理
器
具
等
最
新
で
あ
り
、
講
師

の
個
性
と
相
ま
っ
て
愉
快
に
指
導
を
受
け
て

い
ま
す
。
教
室
実
施
日
は
常
時
見
学
者
を
受
け

入
れ
可
能
で
す
。
一
度
お
い
で
下
さ
い
。 

 

 

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル 

 
 
 

「
我
ら
の
サ
ー
ク
ル
」 

代
表
者 

秋
山
ツ
ギ
ミ 
五
班
四
十
期 

  

私
た
ち
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
は
平

成
二
十
八
年
五
月
、
米
山
先
生
が
地
域
で

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
教
え
ら
れ
、
大
活
躍
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
知
り
先
輩
た
ち
が
立
ち
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
も
遅
れ
る
こ
と
ほ
ん
の

少
し
で
、
す
ぐ
に
入
部
し
早
や
三
歳
を
過
ぎ
ま

し
た
。
当
初
二
十
九
年
度
ま
で
は
同
好
会
で
部

屋
予
約
も
大
変
で
し
た
が
、
三
十
年
度
に
サ
ー

ク
ル
と
し
て
認
め
ら
れ
一
安
心
し
ま
し
た
。 

二
十
八
年
度
は
大
学
・
大
学
院
の
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
大
学
祭
に
出
演
し
、
二
十
九
年

度
は
皆
で
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
T
シ
ャ
ツ
を

揃
え
、
可
愛
い
ス
カ
ー
ト
は
先
生
の
ご
厚
意
で

お
借
り
し
出
演
し
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
三
十
年
度
は
い
よ
い

よ
皆
さ
ん
気
合
十
分
で
、
ス
カ
ー
ト
も
揃
え
シ

ニ
大
学
院
OB
会
の
「
趣
味
の
芸
能
発
表
会
」
、

大
学
・
大
学
院
の
前
夜
祭
、
翌
日
の
大
学
祭
と

三
度
出
演
し
ま
し
た
。
歳
は
取
り
ま
す
が
ま
す

ま
す
磨
き
が
か
か
り
、
今
回
も
三
回
出
演
で
す
。 

               

若
い
方
が
毎
年
増
え
本
年
度
は
四
十
名
の

大
所
帯
と
な
り
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
仲
よ
く

活
動
し
て
い
ま
す
。
七
月
の
サ
ー
ク
ル
後
の
昼

食
会
は
全
員
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
三

十
名
の
参
加
で
の
乾
杯
は
と
て
も
和
や
か
な

も
の
で
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
先
生
の
「
褒
め
言
葉
」
に 

皆
笑
顔
一
杯
で
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

リ
ズ
ム
体
操
・
ひ
ま
わ
り
組 

 

代
表
者 

鹿
林 

佳
子 

一
班
二
九
期 

 

サ
ー
ク
ル
講
師
・
中
島
先
生
を
迎
え
令
和
二

年
五
月
で
四
〇
周
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、

大
勢
の
生
徒
の
指
導
、
す
で
に
退
部
さ
れ
た
中

で
、
男
性
百
歳
、
女
性
九
三
歳(

生
存)

が
最
高

齢
で
あ
り
ま
し
た
。
現
在
五
十
名
で
会
員
の
中

に
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
五
名
お
ら
れ
ま
す
。 

皆
元
気
で
楽
し
く
続
け
活
力
旺
盛
で
す
。
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掲
載
の
写
真
は
九
月
二
十
日
撮
影
の
も
の

で
、
「
そ
れ
行
け
カ
ー
プ
」
優
勝
を
願
っ
て

踊
っ
て
い
る
光
景
で
す
。
芸
能
発
表
会
に
向

け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し

く
続
け
健
康
維
持
に
努
め
て
い
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。 

 

押
絵
・
木
目
込
み
サ
ー
ク
ル 

代
表
者 

高
橋
富
士
子 

四
班
三
二
期 

 

押
絵
は
布
細
工
に
よ
る
貼
り
絵
の
一
種
で
、

木
目
込
み
は
桐
塑
ま
た
は
木
で
作
ら
れ
た
人

形
に
衣
服
の
皺
や
模
様
の
形
に
筋
彫
り
を
入

れ
、
衣
装
を
着
て
い
る
よ
う
に
仕
立
て
た
人
形

で
す
。
現
在
の
会
員
は
六
名
と
少
人
数
で
す
が
、

和
気
あ
い
あ
い
で
楽
し
い
時
間
を
共
有
し
て

い
ま
す
。 

 
 

 

 

手
先
を
使
っ
た
作
業
が
主
な
の
で
脳
の
活

性
化
に
も
よ
く
、
ボ
ケ
防
止
に
は
も
っ
て
こ
い

で
す
。
第
一
・
第
三
金
曜
日
の
十
二
時
半
か
ら

集
ま
っ
て
い
ま
す
。
講
座
に
も
興
味
あ
り
ま
す

が
こ
の
サ
ー
ク
ル
は
も
っ
と
楽
し
い
で
す
。
皆

さ
ん
、
お
気
軽
に
サ
ー
ク
ル
を
ご
覧
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
私
た
ち
の
仲
間
に
入
り
ま

せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

五
班
の
班
活
動
の
取
組
に
つ
い
て 

班
長 

田
中
三
由 

七
月
十
一
日(

水)

の
講
座
終
了
後
、
コ
ー
ラ

ス
練
習
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
駅
前
福

屋
屋
上
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
」
に
て
新
し

い
仲
間
を
迎
え
て
、
「
四
十
一
期
生
歓
迎
ビ
ア

パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 

多
く
の
参
加
者(

四
十
三
名)

の
も
と
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
班
員
の
皆
様

方
の
親
睦
が
図
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
八
・
九
月
の
講
座
日
に
、
芸
能
発
表

会
コ
ー
ラ
ス
の
練
習
を
行
い
ま
し
た
。
回
を
重

ね
る
ご
と
に
、
班
員
の
皆
様
方
の
ご
意
見
・
知

恵
を
い
た
だ
き
、
無
事
に
芸
能
発
表
会
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

コ
ー
ラ
ス 

五
班 

混
声
合
唱
団 

「
東
京
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
」
と
「
高
校
三
年
生
」

の
替
歌
「
シ
ニ
ア
大
学
O

B
生
」・
・
・
七
十

を
過
ぎ
た
ら 

か
…
感
動
す
る 

き
…
興
味
を
持
つ(

好
奇
心) 

く
…
工
夫
す
る 

け
…
健
康
で
あ
る
こ
と 

こ
…
心
は
い
つ
も
恋
を
す
る
気
持
ち 

五
班
の
元
気
な
笑
顔
が
シ
ニ
ア
大
学
院
O

B

会
、
会
員
の
皆
様
に
届
け
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

十
一
月
に
は
広
島
大
学
・
東
広
島
キ
ャ
ン
パ

ス
で
の
「
学
園
祭
」
を
見
学
に
行
く
予
定
で
す
。

多
く
の
参
加
者
を
募
集
中
で
す
。
若
い
現
役
の

大
学
祭
を
見
な
が
ら
、
益
々
元
気
を
得
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

五
班
の
班
員
の
皆
様
が
、
元
気
で
「
仲
良
く
・

明
る
く
・
楽
し
い
」
毎
日
が
送
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  
 

七
班
活
動
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 

班
長 

坂
口 

和
人 

  

Ｏ
Ｂ
会
七
班
で
は
今
年
度
の
班
活
動
計
画

に
従
い
、
十
月
末
現
在
、
次
の
活
動
を
実
施
し

た
。
七
月
十
日
、
活
動
の
第
一
弾
と
し
て
、
新

会
員
四
一
期
生
の
歓
迎
化
を
兼
ね
、
令
和
元
年

【
初
顔
合
わ
せ
・
親
睦
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
】
を

実
施(
於
：
銀
座
ラ
イ
オ
ン
広
島
駅
ビ
ル
店)

。

新
会
員
を
含
め
三
四
名
の
会
員
が
参
加
。
加
藤

前
会
長(

三
九
期)
の
乾
杯
の
発
生
に
続
き
、
会

員
紹
介
。
メ
ー
ト
ル
も
上
が
る
に
つ
れ
、
親
睦

交
流
の
盛
り
上
が
り
度
数
も
急
上
昇
。
締
め
の

挨
拶
は
古
宮
現
副
会
長(

四
一
期)

。
宴
た
け
な

わ
の
中
、
御
披
楽
喜
と
な
っ
た
。
所
期
の
目
的

で
あ
る
気
を
超
え
た
交
流
と
、
顔
の
見
え
る
関

係
づ
く
り
に
多
少
な
り
と
も
寄
与
で
き
た
場

と
な
っ
た
。 

第
二
弾
は
、
十
月
九
日
、
読
書
も
よ
い
け
ど

《
秋
の
夜
長
…
一
度
は
魅
（
ミ
）
ナ
イ
ト
…
広

島
の
神
楽
》
と
銘
打
ち
、【
広
島
神
楽
鑑
賞
会
】

を
実
施
。
会
場
は
広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
、

演
目
は
佐
伯
区
八
幡
の
高
井
神
楽
団
に
よ
る
、

源
頼
光
の
四
天
王
の
一
人
、
坂
田
金
時
が
誕
生

す
る
物
語
「
山
姥
」
と
、
源
頼
光
が
山
伏
に
変

装
し
四
天
王
を
引
き
連
れ
大
江
山
に
住
む
鬼
、

酒
呑
童
子
を
退
治
す
る
物
語
「
大
江
山
」
の
二

演
目
。
会
員
一
同
、
舞
、
神
楽
囃
子
の
迫
力
満

点
の
広
島
神
楽
の
魅
力
を
、
知
識
の
引
き
出
し

に
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
豪
華
絢
爛
な
衣
裳

に
目
を
輝
か
せ
る
会
員
も
多
数
。
開
演
は
十
九

時
。
夜
間
研
修
と
な
っ
た
た
め
、
待
合
の
間
、

夕
食
会
の
席(

於
：
源
蔵
そ
ご
う
店)

を
設
け
懇

親
を
深
め
た
。 

 
 

 
 

班
活
動
の
紹
介 
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ま
た
九
月
の
【
趣
味
の
芸
能
発
表
会
】
に
は
、

七
班
合
唱
団
と
し
て
コ
ー
ラ
ス
で
出
演
。
限
ら

れ
た
練
習
時
間
で
あ
っ
た
が
、
本
番
で
は
今
日

一
の
歌
唱
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
上
、

全
て
に
わ
た
っ
て
の
会
員
各
位
の
ご
協
力
に

感
謝
・
感
謝
の
班
活
動
で
あ
っ
た
。 

    

＊
長
寿
祝
賀
式 

九
月
四
日
開
催 

 

二
十
五
名
対
象
で
十
八
名
が
ご
出
席 

＊
芸
能
発
表
会
「
反
省
会
」
十
月
十
一
日
開
催 

 

良
か
っ
た
点
・
反
省
点
を
意
見
交
換
し
ま
し
た
。 

＊
O

B
会
見
直
し
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト 

 

十
月
の
講
座
日
に
配
布
し
ま
し
た
が
、
結
果
の 

概
要
は
六
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。 

＊
会
員
の
動
向 

 

当
初
の
会
員
数
（
五
月
十
日
） 

七
六
六
名 

 

現
在
の
会
員
数
（
九
月
三
十
日
）
七
六
四
名 

 

物
故
者 

三
名
（
Ａ
班 

二
名
、
Ｂ
班 

一
名
） 

   

＊
平
和
記
念
公
園
一
斉
清
掃 

八
月
一
日(

木) 

 

O

B

会
参
加
者
は
六
十
九
名(

A

班
三
一

名
・
B
班
三
八
名)

、
シ
ニ
ア
大
学
総
計
二
二

六
名
に
て
実
施
し
ま
し
た
。 

 
 
 

 

(

写
真)

 

平
和
公
園
一
斉
清
掃
作
業 

＊
赤
い
羽
根
共
同
募
金
が
例
年
通
り
十
一
月
十

五
日
に
実
施
予
定
で
、
参
加
者
は
役
員
の
方
々

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

＊
「
平
和
記
念
公
園
ク
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」 

 

シ
ニ
ア
大
学
グ
ル
―
主
催
で
十
一
月
二
十
九

日(

金)

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

＊
令
和
二
年
度
講
座
・
講
師
の
推
薦
を
九
月
講
座

で
締
め
切
っ
た
と
こ
ろ
、
予
想
を
大
幅
に
超
え

る
三
十
三
候
補
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

個
々
の
講
座
・
講
師
の
情
報
を
整
理
し
て
十
一

月
の
選
考
会
議
で
決
定
し
ま
す
。 

＊
前
期
講
座
出
席
率 

 

A
班
・
平
均
71
％
、
B
班
平
均
73

%
で 

 

前
年
度
に
比
べ
て
2
％
の
低
下
で
す
。 

  

＊
「
第
二
十
七
回
趣
味
の
芸
能
発
表
会
」 

 

出
演
申
込
み
四
十
件
、
延
べ
五
百
七
十
人
の 

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
方
の
ご
協
力

に
よ
り
盛
大
に
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

＊
芸
の
発
表
会
の
反
省
会
、
今
後
の
課
題
検
討
の

話
し
合
い
を
十
月
十
一
日
に
行
い
ま
し
た
。 

 

趣
味
の
芸
能
発
表
会
を
終
え
て 

芸
能
部
長 

山
川 

哲
生 

 
 

 

今
回
は
出
演
希
望
者
が
多
く
、
九
月
二
十
七

日
の
一
日
で
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
収
め
る

た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？
と
悩
み
ま
し

た
。
会
誌
時
間
を
三
十
分
繰
り
上
げ
て
、
緞
帳

の
開
閉
を
や
め
て
開
け
っ
放
し
で
舞
台
で
の

準
備
も
見
て
頂
い
て
、
素
人
で
高
齢
者
の
頑
張

り
手
作
り
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
決
め
ま
し

た
。
表
紙
の
写
真
、
裏
表
紙
の
歌
詞
を
決
め
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
印
刷
す
る

ま
で
が
事
務
的
な
最
初
の
関
門
で
す
が
、
こ
の

間
に
多
く
の
仲
間
に
相
談
し
た
り
、
無
理
を
お

願
い
し
た
り
で
お
世
話
様
に
な
り
ま
し
た
。 

 
幸
い
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を
頂
い
て
、
準
備
の

日
と
本
番
の
二
十
八
日
が
能
動
的
な
二
日
間

で
し
た
が
、
こ
の
時
ば
か
り
は
歳
を
忘
れ
て
フ

ル
回
転
で
す
。
出
演
者
の
熱
気
、
気
迫
に
圧
倒

さ
れ
、
優
雅
な
舞
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
シ
ー
ン

が
あ
っ
た
り
熱
唱
も
あ
り
、
ま
た
今
回
は
昼
休

み
を
利
用
し
て
外
部
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の
舞
踊
が
あ
り
、
昨
年
に
比
べ
多
様
な

演
目
と
な
り
ま
し
た
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
通
り
の

時
間
で
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
ま
た
、
多

く
の
方
に
鑑
賞
い
た
だ
き
盛
況
の
う
ち
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
時
間
内
に
最
後
の

片
付
け
を
終
え
ら
れ
る
か
心
配
し
て
い
た
の

で
す
が
、
全
員
参
加
で
見
事
な
整
理
整
頓
と
な

り
ま
し
た
。 

 

多
く
の
人
に
助
け
ら
れ
、
支
え
ら
れ
て
感
謝

感
謝
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 

 

 
 

    

＊
O

B
会
ニ
ュ
ー
ス
五
十
五
号
発
行 

＊
米
寿
表
彰
者
へ
の
原
稿
依
頼
、
写
真
撮
影
依
頼
、 

 

芸
能
発
表
会
写
真
、
サ
ー
ク
ル
・
班
活
動
活
動 

紹
介
の
原
稿
依
頼
を
行
っ
た
。 

＊
「
き
ず
な
O

B
」
原
稿
募
集
中 

学
習
部
ニ
ュ
ー
ス 

総
務
部
ニ
ュ
ー
ス 

文
化
部
ニ
ュ
ー
ス 

芸
能
部
ニ
ュ
ー
ス 

研
修
部
ニ
ュ
ー
ス 
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今
年
度
の
特
集
と
し
て
「
私
の
健
康
法
」
を 

テ
ー
マ
に
す
る
こ
と
に
し
た
。
令
和
二
年
一
月 

の
講
座
日
に
原
稿
締
切
。 

   

＊
春
の
日
帰
り
旅
行 

 

七
月
二
六
日 

矢
掛
本
陣
散
策
と
岡
山
名
物 

 

「
桃
狩
り
」
で
九
十
九
名
の
参
加
で
し
た
。 

＊
秋
の
日
帰
り
旅
行 

 

十
一
月
二
十
二
日(

金) 

実
施
予
定 

 

行
先 

山
口
菜
果
亭
と
防
府
毛
利
邸 

＊
一
泊
研
修
旅
行 

 

予
定
日 

令
和
二
年
三
月
十
二
～
十
三
日 

＊
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施 

 

十
月
講
座
日
配
布
、
十
一
月
講
座
日
に
回
収
、 

 

検
討
を
行
い
、
後
日
全
員
に
通
知
し
参
加
募
集 

 

を
行
う
。 

     
 

「
き
ず
な
Ｏ
Ｂ
」、
Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス
の

い
ず
れ
も
原
稿
を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま

す
。「
き
ず
な
Ｏ
Ｂ
」
に
つ
き
ま
し
て
は
今

年
度
の
特
集
と
し
て
「
私
の
健
康
法
」
を

テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
健
康
法
だ
け
で
な
く

「
私
が
病
気
を
こ
の
よ
う
に
し
て
克
服
し

た
」
な
ど
幅
広
く
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

人
生
百
年
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
「
健

康
寿
命
」
に
つ
い
て
広
島
県
は
男
女
と
も
全

国
的
に
か
な
り
低
い
水
準
で
す
。
皆
様
が
日

頃
か
ら
心
が
け
て
お
ら
れ
る
健
康
法
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
、
健
康
寿
命
延
長
の
一
助

に
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
Ｏ
Ｂ
会
員
の
皆
様
方
に
は
長
い
人

生
経
験
を
積
ん
で
今
日
に
至
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
そ
の
間
の
親
、
兄
弟
、
親
戚
、
友
人

等
、
多
岐
に
わ
た
り
多
く
の
人
脈
を
お
持
ち

の
事
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
一
部
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
等
を
文
章
に
お
書
き
頂
き
た
く
お

願
い
し
ま
す
。
又
、
研
修
旅
行
で
の
出
来
事

や
班
活
動
・
サ
ー
ク
ル
活
動
で
の
思
い
出
。

出
来
事
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

そ
の
他
の
短
歌
、
俳
句
、
随
想
等
も
通
年
募

集
し
て
お
り
ま
す
。 

    

Ｏ
Ｂ
会
の
会
員
増
加
に
伴
い
、
講
座
教
室
が

手
狭
に
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
か
ら
、
皆
様
の

ご
意
見
を
伺
い
今
後
の
Ｏ
Ｂ
会
運
営
に
図
り

た
い
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
八
月
・
九
月
の
講
座
実

施
日
に
回
収
し
て
、
そ
の
回
答
者
は
三
一
〇
名

で
し
た
（
全
体
の
41
％
）
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の
概
要
を
以
下
に
示
し
ま
す
。 

問
１
：
来
年
度
は
Ｂ
班
か
ら
Ａ
班
へ
の
移
動
は

や
め
て
、
Ａ
班
の
会
員
を
増
や
さ
な
い
。 

 
 

賛
成
：
80
％ 

問
２
：
Ａ
班
の
役
員
選
任
方
法 

 
 

期
に
こ
だ
わ
ら
ず
選
任
：
44
％
  

 
 
 

従
来
通
り
若
い
期
で
選
ぶ
：
52
％ 

問
３
：
Ｏ
Ｂ
会
入
会
の
目
的 

 
 
 

講
座
拝
聴
：
78
％ 

   
 

友
達
と
会
え
る
：
61
％ 

     

サ
ー
ク
ル
活
動
の
た
め
：
55
％ 

問
４
：
口
座
へ
の
出
席
頻
度 

 
 

毎
回
出
席
：
76
％ 

 

問
５
：
班
活
動
や
研
修
旅
行
へ
の
参
加 

 
 
 

内
容
に
よ
っ
て
参
加
す
る
：
59
％ 

問
６
：
同
期
会
活
動
の
参
加 

 
 
 

参
加
し
て
し
て
い
る
：
64
％ 

 
 
 

同
期
会
の
活
動
は
な
い
：
20
％ 

問
７
：
サ
ー
ク
ル
活
動
の
参
加 

 
 
 

参
加
し
て
い
る
：
70
％  

問
８
：
Ｏ
Ｂ
会
の
お
世
話 

 
 
 
  

 
 
 

頼
ま
れ
れ
ば
お
世
話
を
す
る
：
56
％ 

問
９
：
Ａ
班
・
Ｂ
班
以
外
に
講
座
を
拝
聴
し
な

い
班
を
編
成
す
る
（
第
3
の
班
） 

 
 
 

賛
成
：
28
％ 

     

反
対
：
25
％    

 
 

 

 
 
 

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
：
47
％ 

問
１０
：
第
3
の
班
で
の
集
ま
る
頻
度 

 
 
 

現
状
と
同
じ
月
一
回
：
78
％ 

 

問
１１
：
外
出
先
と
し
て
Ｏ
Ｂ
会
の
ウ
ェ
ー
ト 

 
 
 

大
き
い
：
25
％ 

 
   

あ
る
程
度
大
き
い
：
48
％ 

問
１２
：
そ
の
他
、
Ｏ
Ｂ
会
を
よ
り
良
く
す
る 

た
め
の
方
策 

 
 

多
く
の
助
言
・
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し 

 
 
 

た
。 

 
 
 
 
 

 

問
９
の
「
第
3
の
班
を
編
成
す
る
方
法
」

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
検
討
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
、
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
充
実

を
求
め
て
お
ら
れ
る
声
を
多
く
お
聞
き
し
ま

し
た
。
頂
い
た
助
言
・
提
案
の
中
か
ら
今
す
ぐ

に
対
応
す
べ
き
こ
と
と
、
今
後
の
会
運
営
の
方

向
性
を
検
討
す
る
こ
と
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

 

最
後
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
多
数
ご
協
力
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

（
Ｏ
Ｂ
会 

令
和
元
年
度
執
行
役
員
）  

原
稿
募
集
中 

Ｏ
Ｂ
会
の
見
直
し
に
関
す
る 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 

研
修
部
ニ
ュ
ー
ス 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1571008691/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9kZXNrZ3JhbS5uZXQvZXhwbG9yZS90YWdzLyVFMyU4MyU5MyVFMyU4MyU4MyVFMyU4MiVCMCVFMyU4MyU5NSVFMyU4MyVBRCVFMyU4MyVCMyVFMyU4MyU4OCVFNSVCQSU4MyVFNSVCMyVCNg--/RS=^ADBATpUCgPC340HSxllR83omLsmmBs-;_ylt=A2RivbQyX6JddQYAnxqU3uV7
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趣
味
の
芸
能
発
表
会 

 

「
第
二
十
七
回
趣
味
の
芸
能
発
表
会
」 

 
 

九
月
二
十
八
日
（
土
）
広
島
市
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
５
Ｆ
大
ホ
ー
ル
に
て
大
盛
況
で

し
た
。
多
く
の
来
場
者
と
共
に
日
頃
の
練
習

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
非
常
に
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

一
部
で
す
が
写
真
を
掲
載
し
ま
す
。 
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写
真
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
た
く
さ
ん
の
写
真
を
撮
っ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
紙
面
の
関
係
上
、
限
ら
れ
た
写
真
し
か
掲

載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

来
年
度
も
楽
し
く
思
い
出
に
残
る
「
趣
味
の

芸
能
発
表
会
」
に
し
ま
し
ょ
う
。 

写
真
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

   

 
 
 

 

  

ハ
ロ
ウ
ィ
ン 

 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
毎
年
10
月
31
日
に
行
わ
れ 

る
古
代
ケ
ル
ト
人
が
起
源
と
考
え
ら
れ
て

い
る
祭
で
、
も
と
も
と
は
秋
の
収
穫
を
祝
い
、

悪
霊
な
ど
を
追
い
出
す
宗
教
的
な
意
味
合

い
の
あ
る
行
事
で
あ
っ
た
が
、
現
代
で
は
特

に
ア
メ
リ
カ
で
民
間
行
事
と
し
て
定
着
し

祝
祭
本
来
の
宗
教
的
な
意
味
合
い
は
ほ
と

ん
ど
な
く
な
っ
て
い
る
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
は

先
祖
の
霊
と
一
緒
に
悪
霊
も
や
っ
て
来
て

人
々
に
悪
運
を
も
た
ら
し
た
り
す
る
た
め
、

魔
女
や
ゾ
ン
ビ
に
仮
装
し
て
身
を
守
り
ま

す
。 

ス
ポ
ー
ツ
の
秋 

 

今
年
の
カ
ー
プ
は
残
念
な
が
ら
優
勝
を
逸

し
ま
し
た
が
、
来
年
は
佐
々
岡
新
監
督
の
下
、 

 

ペ
ナ
ン
ト
奪
還
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。 

 

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
、
日
本

チ
ー
ム
は
期
待
以
上
の
活
躍
で
日
本
中
が

沸
き
ま
し
た
。
日
本
人
は
対
戦
相
手
に
も
大

き
な
声
援
を
し
て
世
界
の
人
々
を
驚
か
せ

て
い
ま
す
。
ま
た
日
本
以
外
の
国
の
国
歌
斉

唱
に
も
大
き
な
声
で
歌
っ
て
い
る
姿
が
、
世

界
に
感
動
を
与
え
て
い
ま
す
。 

  

   
 
 
 
 
 
 

 

                          

                    
 

 
 

  
 
 

 

  

 
 

 

訃報 

令和元年 7 月より 10 月までに次に方々が逝去されました。 

 

3 班 23 期  濱田 愛子  様 

2 班 26 期  長尾  恵  様 

8 班 39 期  天野 美恵子 様  

                      

 会員一同、謹んでお悔やみ申し上げます。  

         

季 

節 

歳 

時 

記 

 

  

 

編 

集 

後 

記 

今
年
も
例
年
以
上
の
猛
暑
が
全
国
を 

襲
い
被
害
の
ニ
ュ
ー
ス
が
途
切
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
よ
う

や
く
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
感
が

あ
り
ま
す
。
代
わ
っ
て
台
風
被
害
の

ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
報
道
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
災
害
国
日
本
を
意
識
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
会
員
の
皆
様
は
講
座
や
サ
ー
ク

ル
・
班
活
動
と
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
先
日

の
「
趣
味
の
芸
能
発
表
会
」
で
は
多
く

の
演
目
と
参
加
者
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
今
後
も
班
活
動
・
サ
ー

ク
ル
活
動
が
企
画
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
ぜ
ひ
Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス
や

「
き
ず
な
Ｏ
Ｂ
」
に
投
稿
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。
こ
の
度

も
Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス
に
多
く
の
原
稿

を
お
寄
せ
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 
 
 

 

文
化
部
一
同 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1571020491/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cucGludGVyZXN0LmNvbS9jb2NoaV9rYV9jaGljby8lRTMlODIlQUIlRTMlODMlQkMlRTMlODMlOTclRTUlOUQlOEElRTMlODIlODQv/RS=^ADBbNJ1zwZiNSD2jX4Q2ZhguwLltpY-;_ylt=A2RCA95KjaJdbz8AYQaU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1571017033/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuaXJhc3V0b3lhLmNvbS8yMDE2LzAyL2Jsb2ctcG9zdF83OS5odG1s/RS=^ADBdgPxG_YnB_rpef4u9HJEmuszzb0-;_ylt=A2RinFnJf6JdNA8AmwiU3uV7
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